
 

 

 

 

 

令和５年度がいよいよスタートしました。 

昨年度は学校創立１３０周年ということで、様々な

新しい取組を行ってきました。その１つが、新しい教

育目標を創ろうというものでした。たくさんの方から

ご意見をいただき、話し合いを重ね、最後に決まった

のが「自分を見つめ 人とつながる」でした。子ども

たち一人一人が自分を見つめ、自分で考えて行動

できるように、また周りの人と豊かにかかわり合いな

がら生きていけるように、杉三小の教育活動を進め

てまいります。 

今年度の重点は、 

（１）異学年プロジェクト型学習（ＰＢＬ） 

昨年度の校内研究からスタートした生活科・総合

的な学習の時間でのプロジェクト型学習（ＰＢＬ）。

昨年度開発した新しい単元を今年度定着させ、新た

な単元開発に臨みます。杉三小の強みでもある異

学年集団を活用し、何かテーマを設定し、その解決

のために異年齢集団の子どもたちが知恵を絞り、大

人との相談を重ね、その解決に向けて活動していき

ます。課題の解決に向けての取組そのものが「探究」

という大きな学習の価値であると考え取り組んでま

いります。 

（２）魅力ある授業の創造 

  今年度は、子どもたちにとって魅力ある授業を各

教員が工夫して取り組んでまいります。魅力ある授

業とは、子どもたちから見ると、「おもしろい」「もっと

やりたい」等学習意欲が高まる授業です。教員の視

点としては、「学習者主体」「価値ある学び」の両面

が見られる授業です。 

  このような授業は簡単にはできませんが、杉三小

全体として目指す授業像として学校全体で取り組

んでいきます。そうすることで、子どもたちの学習意

欲は高まり、授業規律が身に付き、その結果として 

 

 

 

 

 

学力の向上につながっていくと考えています。 

（３）杉三小の伝統を生かす 

  杉三小には、これまで他の学校にはない取組の

蓄積があります。 

・毎年全校で行われる｢合唱祭｣ 

・４年生が運動会で披露する「一輪車」 

・昨年度から始まった６年生の「自分たちで考え創

る子浦移動教室」 

・学校支援本部主催「親子で楽しむサタデースクー

ル」 

・学校運営協議会（ＣＳ）主催「卒業前の裁判傍聴」 

・学校支援本部共催「日本の伝統文化体験」 

・基礎学力向上に向けた「放課後パワーアップ教

室」 

  これらの取組は、学校だけでなく様々な方々のお

力を借りて実現しています。杉三小の最大の財産

は、子どもたちのためにみんなでわくわくしながら尽

力してくださる方々の存在です。 学校・家庭・地域

が一体となって、子どもたちのよりよい成長に向け

て、心を合わせ、力を合わせて取り組む一年にした

いと願っています。今年度も杉三小の教育に、ご理

解・ご協力をいただけますようお願い申し上げます。 

 
（本校東門から見る満開の桜） 

令和５年度からは「自分を見つめ 人とつながる」！ 

校長  森賀 慎一 
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